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歳
出
と
も
市
町
村
合
併
後
最
大
と

な
り
ま
し
た
が
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
財
政
基
盤
の
確
立
も
忘

れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
借
入
金

（
市
債
）の
残
高
は
、
新
た
な
借

入
の
厳
選
を
行
っ
た
こ
と
で
、

臨
時
財
政
対
策
債（
※
１
）
を
除
く

実
質
的
な
残
高
を
11
年
連
続
で
減

少
さ
せ
、前
年
度
と
の
比
較
で
は
、

28
・
１
億
円
縮
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。【
グ
ラ
フ
①
】

　
ま
た
、
将
来
の
財
政
需
要
に
備

え
て
積
み
立
て
て
い
る
基
金
の
残

高
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
に

18
・
６
億
円
を
積
み
増
し
た
こ
と

自
信
と
誇
り
・
夢
と
希
望

に
満
ち
た
鳥
取
市
の
創
生

　
平
成
27
年
度
は
、
新
本
庁
舎
整

備
や
可
燃
物
処
理
施
設
の
整
備
な

ど
、
長
年
の
懸
案
事
項
を
大
き
く

前
進
さ
せ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
中
学
校
校
舎
の
１
０
０

㌫
耐
震
化
や
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
、
新
た
な
工

業
団
地
の
整
備
や
子
育
て
負
担
の

軽
減
な
ど
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
特
に
強
力
に
推
進
し
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

全
て
の
会
計
で
黒
字
決
算

　
歳
入
面
で
は
、
３
年
に
１
度
の

評
価
替
え
の
影
響
を
受
け
た
固
定

資
産
税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、
市

税
が
３
・
９
億
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
地
方
交
付
税
も
合
併
算

定
替
え
の
縮
減
が
始
ま
っ
た
こ
と

な
ど
が
影
響
し
、
５
・
４
億
円
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
15
・
２
億
円

増
加
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
般
会
計
お
よ
び
16
の
特
別
会
計

の
歳
入
総
額
は
対
前
年
度
３
・
１

㌫
増
の
１
４
０
５
億
８
２
６
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
基
礎
自
治
体
と

し
て
の
教
育
・
福
祉
関
連
事
業
の

維
持
・
拡
充
は
も
と
よ
り
、
優
良

企
業
３
社
の
誘
致
で
３
０
０
人
規

模
の
雇
用
を
創
出
、
本
市
農
産
物

の
積
極
的
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
で

大
手
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
成

功
、
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン

の
開
設
で
移
住
希
望
者
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
拡
充
な
ど
、

本
市
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い
く
礎

を
築
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取
赤

十
字
病
院
の
病
棟
建
て
替
え
・
救

急
医
療
な
ど
の
不
採
算
部
門
へ
の

支
援
や
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
の
開
設

な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
歳
出
総
額

は
対
前
年
度
３
・
３
㌫
増
の

１
３
７
５
億
８
７
９
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
翌
年
度
へ
の
繰
越

事
業
費
を
除
い
た
収
支
総
額
は
、

27
億
８
９
３
４
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
個
々
の
会
計
を
見
て
も
、

全
て
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
財
政
の
堅
持

　
一
般
会
計
の
決
算
額
が
歳
入
・

総括表（一般会計・特別会計）

【グラフ②】将来負担比率の推移

【グラフ①】一般会計における市債・基金残高の推移

　
平
成
27
年
度
決
算
が
９
月
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計

で
総
額
約
27
・
９
億
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
舎
行
財
政
改
革
課 
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義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

消
費
的
経
費

人件費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

出資・貸付金

積立金

繰出金

扶助費

災害復旧事業費

121 億 4087 万円（▲2304 万円）

183 億 245 万円（2 億 5511 万円）

104 億 2258 万円（▲14 億 4336 万円）

78 億 9908 万円（7 億 3864 万円）

74 億 3495 万円（▲1 億 7214 万円）

105 億 4540 万円（1 億 1599 万円）

139 億 2113 万円（13 億 6016 万円）

8 億 8346 万円（▲4180 万円）

21 億 7178 万円（11 億 534 万円）

100 億 920 万円（6 億 7438 万円）

1 億 3244 万円（▲1324 万円）

（7.9％）

（1.0％）

（19.5％）

（11.1％）

（11.2％）

（14.8％）

（8.4％）
（0.2％）
（10.7％）

（2.3％）

（12.9％）

歳出（性質別）

一般会計
▶グラフの見方
　費目 ( 構成比 )
　金額
　（対前年度増減）

▼依存財源
国や県により定め
られた額を交付さ
れたり、割り当て
られたりする収入。

▶自主財源
市が自ら調達でき
る財源。

明
る
い
未
来
へ
の
投
資
と

健
全
財
政
の
両
立
を
実
現

【
特
集
】
　
平
成
27
年
度
決
算

〜昨年度実施した重点施策〜
▶次世代の鳥取市を担う “ひとづくり ”
・婚活サポートセンターによる

出会いのトータルサポート
・不妊治療に対する費用助成

の実施、不育症治療に対す
る費用助成の創設

・第 3 子以降の保育料無償化　など

▶誰もが活躍できる “しごとづくり ”
・企業立地促進補助金、工業団地整備などによる

企業誘致の促進
・インターネットで資金調達する「ファーボ鳥取」の開設
・大手企業とのマッチングによる農産物の販路拡大　など

▶安全・安心で豊かな市民生活の確保
・「移住・交流情報ガーデン」

の開設
・鳥取赤十字病院の病棟建替

えに対する支援
・生活困窮者の自立支援施設
「パーソナルサポートセンター」の開設

・小中学校、地区公民館の耐震化の推進　　など

区　分 歳　入 前年度比
伸び率（％） 歳　出 前年度比

伸び率（％）

一 般 会 計 957億 8072万円 2.7 938億 6334万円 2.8

特 別 会 計 448億 194万円 4.1 437億 2464万円 4.5

特
　
別
　
会
　
計
　
内
　
訳

土地区画整理費 4億1526万円 11.2 3億 5555万円 28.3

簡易水道事業費 14億216万円 6.1 13億 9480万円 7.3

公設地方卸売市
場事業費 4085万円 ▲67.5 3924万円 ▲68.3

駐車場事業費 2670万円 ▲13.2 2670万円 ▲13.2

国民健康保険費 223億715万円 9.7 219億 3532万円 10.5

高齢者 ･障害者住宅
整備資金貸付事業費 331万円 195.5 309万円 232.3

住宅新築資金等貸
付事業費 5432万円 ▲7.1 4493万円 ▲13.6

土地取得費 1億7606万円 ▲74.9 1億 7606万円 ▲74.9

墓苑事業費 2226万円 ▲26.1 2144万円 ▲26.9

介護保険費 183億1187万円 2.1 177億 559万円 2.0

財産区管理事業費 895万円 4.9 525万円 1.9

温泉事業費 6009万円 ▲25.3 4995万円 ▲37.3

観光施設運営事業費 945万円 ▲56.5 945万円 ▲56.5

介護老人保健施
設事業費 8181万円 0.0 8181万円 0.0

後期高齢者医療費 18億5432万円 ▲1.9 18億 4862万円 ▲1.9

電気事業費 2738万円 ▲26.7 2684万円 ▲27.1

合　計 1405億8266万円 3.1 1375億8798万円 3.3

938 億 6334 万円
（25 億 5604 万円）

歳出（目的別）

6 億 2843 万円
（▲3760 万円）

議会費・災害復旧費 （0.7％）

27 億 4924 万円
（1 億 4292 万円）　    

消防費 （2.9％）

41 億 9310 万円
（6 億 2932 万円）

農林水産業費 （4.5％）

69 億 622 万円
（8 億 1690 万円）

衛生費 （7.4％）

80 億 750 万円
（12 億 247 万円）

教育費 （8.5％）

71 億 8674 万円
（1 億 9969 万円）

土木費 （7.7％）

104 億 6420 万円
（7 億 9455 万円）

総務費 （11.1％）

117 億 2277 万円
（5 億 1883 万円）

商工費 （12.5％）104 億 2262 万円
（▲14 億 4337 万円）

公債費 （11.1％）

315 億 8252 万円
（▲2 億 6767 万円） 

民生費 （33.6％）

で
、
８
年
連
続
で
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
特
別
会
計
や
水
道
、
病
院
、
下

水
道
な
ど
の
会
計
の
負
債
を
合
算

し
て
求
め
る
「
将
来
負
担
比
率（
※

２
）」
も
、
８
年
連
続
で
改
善
が
図

ら
れ
て
お
り
、
一
般
会
計
に
限
ら

ず
市
全
体
の
負
債
は
着
実
に
減
少

し
、
本
市
の
財
政
の
健
全
性
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
②
】

　
今
後
も
引
き
続
き
、
中
長
期
的

な
展
望
に
立
ち
、
計
画
的
に
市
の

諸
課
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り

し
な
い
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
市
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（※1）臨時財政対策債
　国の財源不足により、地方交付税の総額が確保できない場
合、不足分を地方が借金することによって補てんする地方債。
その返済相当額は後年度の交付税に算入される。

957 億 8072 万円
（24 億 9173 万円）

歳入

246 億 1357 万円
  （▲5 億 3999 万円）

地方交付税 （25.7％）

5 億 8569 万円
（▲2 億 9001 万円）   

繰入金 （0.6％）

9 億 575 万円
（▲1 億 8953 万円）

財産収入・寄附金 （0.9％）

569 億 7272 万円
　（34 億 5164 万円）

依存財源 （59.5％）

124 億 7136 万円
（7 億 9397 万円）

国庫支出金 （13.0％）

84 億 102 万円
（13 億 6937 万円）

市債 （8.8％）

50 億 4 万円
（15 億 4565 万円）

譲与税・交付金 （5.2％）

97 億 262 万円
（4411 万円） 

諸収入 （10.1％）

19 億 8170 万円
（▲1 億 723 万円）

繰越金 （2.1％）

15 億 8229 万円
（3217 万円）

使用料・手数料 （1.6％） 11 億 785 万円
（▲6437 万円）　   

分担金・負担金 （1.2％）

64 億 8673 万円
（2 億 8264 万円）

県支出金 （6.8％）

229 億 4210 万円
（▲3 億 8505 万円）

市税 （24.0％）

388 億 800 万円
（▲9 億 5991 万円）

自主財源 （40.5％）

（※2）将来負担比率
　市の全ての会計と一部事務組合などの会計における将来負
担すべき実質的な負債が、市が収入し得る標準的な一般財源
に対して、どれくらいあるのかを示す指標。
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